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＜病棟連絡事項＞
・本日、中級・上級試験日です。対象者は受験しましょう。
＜患者様連絡事項＞
・藤原　絵瑠久様～ハップスターＩＤ７０ｍｇ　　７枚／袋　1袋処方となっています。
・田村　智枝子様～柞木田Dr.来棟し、認知機能の低下への不安を訴えていた事から、心理検査実施予定とする事と、3月に肝機能の採血指示を受けています。
・澤代　榮子様～初外来日：3/29(火)10：00で仮押さえしています。確定後、大川さんへ
連絡をしてください。

＜ベッドコントロール＞
・三浦　みよ子様～2/25北病棟へ転出予定となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・太田　富夫様～日課の確認はありますが、易怒性や不穏さは無く経過しています。引き続き、日中、夜間の過ごし方や日課の取組み状況の確認をしていきましょう。
・高柳　和子様～独語、徘徊、窓の開閉などの奇異行動が見られていますが、他者トラブルは無く経過しています。本日より薬剤調整となっている為、引き続き、精神症状や活動状況の観察を行い、トラブルのないように所在確認をしていきましょう。
・黒澤　まゆみ様～活気無く臥床傾向で、昼食も「調子が良くないから」と拒食しています。危険行動のないように行動観察をしていきましょう。また、2/28の受診（赤十字病院　消化器内科）は緊急性のあるものなのか、予約表の確認をし、受診調整をしていく予定となっています。
・成田　富士子様～20：30、体調不良を訴え、血糖150mg/dl。ふらつきや眩暈を訴え、インスリンを拒否し、当直医よりスキップの指示を受けています。その後、黒飴摂取を希望し、不要である事を伝えますが、「今すぐ黒飴を食べないと」と易怒的となっていたようです。朝は不調無くインスリン実施しています。
・竹内　恒子様～昨日の準夜帯、「寒い」と訴える事や妄想発言が聞かれ、易怒的となる事もあり、夕食後薬を拒薬しており、スキップの指示を受けています。日中は、時間を要していますが、服薬はスムーズに行っており、穏やかです。
・藤原　絵瑠久様～10：05、作業療法より戻り、ブロマゼパム(5)1Tを内服後、Bユニットの木製の丸テーブルを持ち上げ、行動を荒げる事があります。母親から電話があり、「交際相手と別れなければ縁を切る」と言われた事を思い出し、苛々したという。引き続き、行動観察を行い、行動化しないよう、伝えていきましょう。
＜安ヶ平Dr.患者様診察情報＞
・中居　松男様～本人希望にてハーフ食から常食（粥・キザミ）へと変更となっている。穏やかに受け答えする。処方変更なし。
・續石　啓介様～口調落ち着いており不満言動なども無し。アズノール1本、ボラザG軟
膏3/2～8分まで処方頂いている。定期薬処方変更なし。
・田村　真紀子様～落ち着いた口調で会話されており妄想的言動はない。引き続き吸入薬のみ使用している事情報提供。処方変更なし。
・竹内　恒子様～薬局より、八味地黄丸エキス顆粒について、高血圧と疼痛に効能があるとの情報提供があり、主治医へ情報提供する。眩暈やふらつきがある事から、アムロジピン（5）1T　1×朝は本日分より中止。バルサルタンは継続。2/22より中止になっているマイスリーは、定期薬再開せずに

継続指示：不眠時）マイスリー（5）1Tとして追加となっている。
ロキソプロフェンNa(60)は、疼痛軽減が図れたら、中止、または減量を検討していく事となる。
